
 

 

 

制定 平成 27 年 1 月 14 日 原規放発第 15011411 号 原子力規制委員会決定 

 

核セキュリティ文化に関する行動指針について以下のように定める。 

 

平成 27 年 1 月 14 日 

 

 

原子力規制委員会      

 

 

核セキュリティ文化に関する行動指針の策定について 

 

 原子力規制委員会は、核セキュリティ文化に関する行動指針を次のように定め

る。 

 

 

    附 則 

  この行動指針は平成 27 年 1 月 14 日から施行する。 



 

核セキュリティ文化に関する行動指針 

 

                           原子力規制委員会                        

 

核セキュリティ文化の醸成及び維持は、原子力に携わる者全ての務めである。 

 原子力規制委員会としては、自らの核セキュリティ文化の醸成のための活動に関する行

動指針を明らかにし、その更なる向上に努めることとした。 

 また、原子力規制委員会は、本指針に基づき行動することにより、我が国の核セキュリ

ティ文化の醸成に寄与していく。 

 

行動指針 

１． 脅威に対する認識 

核セキュリティ上の脅威は常に存在することを認識し、それに対する防護の重要性

を忘れてはならない。 

２． 安全との調和 

核セキュリティと原子力安全は、それぞれ別個に存在するのではなく、互いに依存

し、干渉するものであることを認識する必要がある。職員は、双方の措置の調和に努

め、幹部職員は責任をもって最適な方法を選択しなければならない。 

３． 幹部職員の務め 

幹部職員は、核セキュリティを重視する姿勢を率先して示し、核セキュリティ文化

の浸透、醸成について検証する必要がある。また、目標設定やそれに伴う評価を通じ

て、組織の在り方を常に点検しなければならない。 

４． 教育と自己研鑽 

業務を牽引する有能な職員の育成は組織の義務であり、原子力規制委員会は、核セ

キュリティに関する教育を適切に実施する。一方、職員は、常に核セキュリティに関

する問題意識を持って、自ら進んで研鑽に努めなければならない。 

 



５． 情報の保護と意思疎通 

核セキュリティに関する機微な情報の保護に努めつつ、あわせて、我が国の核セ

キュリティ文化の醸成のために必要な意思疎通は積極的に行うものとする。 

 


